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分解能革命の先端で
世界最高の分解能の電子顕微鏡を用いることで、画期的な成果が上がっている。

クライオ電子顕微鏡に低温のサンプルをセットするマティアス・ウォルフ准教授。最高の装置と一流の研究者と強力な 

コンピューターがタッグを組んだ結果、エボラウイルス（図）などのウイルスを詳細に調べることが可能になった。
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神経の計算
神経計算ユニットの研究の中心にあるのは、強化学習である。
強化学習により、生物学的・人工的なエージェントは試行錯誤
を通して新しい行動を学習することができるようになる。同ユ
ニットは、この過程を理解することで、理論的・神経生物学的・
工学的アプローチを組み合わせて脳のメカニズムを解明する一
方、機械学習アルゴリズムを開発している。
　神経計算ユニットには優れた学際的スキルがあり、同ユニッ
トは、日本の主要な脳科学プロジェクトであるBrain/MINDSを
含む多くの国内外のプロジェクトにおいて、世界的な大学や産
業のパートナーと協力している。
　神経計算ユニットの理論的研究では、脳の画像データを使っ
て、生物に応用できるアルゴリズムを開発した。神経計算ユニッ
トの最近のプロジェクトにより、磁気共鳴イメージング（MRI）・
血液マーカー・患者の訴える症状を組み合わせることで、うつ
病には３つの種類があることが明らかになった。
　また研究チームは、人工ニューラルネットワークと機械学習
を用いてロボットや仮想エージェントを構築し、さまざまな目標
指向行動を学習して、生存と生殖に必要な適応を明らかにした。
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最先端研究の推進

OISTの 博士課程 プログラムは ここが違う
OISTの博士課程では、選
択分野の専門家であると
同時に他分野の実用的知
識も兼ね備える次世代の
研究リーダーを育成する
ため、他の大学・研究機
関とは異なる方針を採用
している。我々は、この
方針によって、研究リー
ダーにとってますます重
要性が増している学際的
な研究・思考が促される
と 考 え て い る。OISTの
博士課程は、修了に合計 

5年を要する。1年次に、
各学生は3か所のラボを
4か月間ずつ研修する「ラ
ボ・ローテーション」を
完了する。このとき、少
なくとも1か所は「専門
外」のラボを選択するも
のとする。学生は、オン
ライン、オフキャンパス、
あるいは外部コースの受
講によって単位を取得で
きるため、OISTで学ぶこ
とのできない多種多様な
専門コースを広く選択で
きる。2年間のコースワー
クと研究トレーニングの
後、2年目末に論文提案
が 評 価 さ れ る。 そ の 後 

3年間の研究を経て博士
論文を完成させ、学位審
査を受ける。一定のコア
課 程 や学 術テーマは 存
在 す る が、OISTの 教 育
プログラムは、各学生の
ニーズに合うよう講義・
演習をカスタマイズする
ことを意図している。
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　また、チームは、より優れたリボ
スイッチを創るために、高スループッ
トシーケンシングを用いて、数万の
リボザイム変異体とデオキシリボザ
イム変異体を解析している。最近設
計した合成リボスイッチの1つは、
ブデロビブリオ・バクテリオヴォル
スという細菌の捕食行動を調節する
遺伝子の発現を制御できる。
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スイッチを創る
研究者らは、化学的刺激に応答して遺伝子を 

オン・オフできるスイッチを開発している。
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マイクロ流体力学に 適性を見いだす
OISTの博士課程を選んだことが、シヴァニ・サティッシュを、
期せずして実り多い方向に導いた。

OISTの博士課程で学びながら開発したマイクロ流体アッセイデバイスをテストする
シヴァニ・サティッシュ。インド国籍の彼女は遺伝学を学ぶために沖縄に来
たが、マイクロ流体工学分野という新たなお気に入りの道を見つけた。




